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１．研究計画の概要 
（１）最適性理論の枠組みにおける制約の

聴覚面と調音面の双方からの性質を
実証的に検討することで，認知システ
ムにおいて，聴覚と調音が果たす役割
を解明することが主目的である． 

（２）主目的達成のため，聴覚的，調音的制
約，特に「必異の原則」「聞こえの階
層」という制約を対象に，「聞きにく
さ」「言いにくさ」を定量的に求め，
その性質の果たす役割を実証するた
めに，第一言語獲得話者と第二言語獲
得話者に対する知覚実験を行う． 

（３）制約の果たす役割を基盤として最適
性理論の精緻化を行う． 

 
２．研究の進捗状況 
（１）研究１年目には，聴覚的制約と調音的

制約に関する検討および理論内にお
ける制約の役割の再検討を行い，第一
および第二言語獲得への知覚実験の
準備を行った．それぞれの段階で各種
勉強会や，日本音韻論学会，「現代音
韻論の論点」（晃学出版）等に随時中
間発表をし，国内外の識者から有益な
コメントを得た． 

（２）２年目には，米国カリフォルニア大学
サンタ・バーバラ校のビオラ・ミグリ
オ博士や米ウイラメット大学の藤原
美保博士の協力を得て，第一および第
二言語獲得の知覚実験を行った．また，
それらの制約が，最適性理論において
果たす役割を，早稲田大学の北原真冬
博士と英国エジンバラ大学の太田光
彦博士とともに検討追究し，成果を，

Generative Approach to Second 
Language Acquisition ， Studies in 
Language Sciences 7 等，国内外の学
会や学会誌に発表した．また，理論的
精緻化を行った成果として，本理論の
バイブルとも呼べるアラン・プリンス，
ポール・スモレンスキー著，「最適性
理論 ̶ 生成文法における制約相互作
用」を翻訳した． 

（３）３年目には，知覚実験の結果を分析し，
そこから聴覚的制約と調音的制約の
果たす役割，及び，それらの制約の獲
得に重要な役割を果たす要因として，
「パラダイムの一貫性（Paradigm 
Uniformity）」，「間接的反証（Indirect 
Negative Evidence）」，「照合性制約」
の３側面を提案し，それを基盤として
理論的精緻化を行った．成果は Tokyo 
Conference on Psycholinguistics や
日本音声学会第２７回大会シンポジ
ウム等で発表した．また，実験で用い
た刺激を再検討し，より厳密な理論的
精緻化を行うための新たな実験の必
要性を明確にし，そこで用いるべき刺
激を検討した． 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
理由：聴覚および調音的制約に関して検討し，
その果たす役割を実証するための第一言語
獲得話者と第二言語獲得話者への実験を行
い，それを基盤として，理論的精緻化が順調
に進んでいる． 
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４．今後の研究の推進方策 
３年目までに行ってきた実験のさらなる精
度を上げるために，実験で用いる刺激を再検
討し，それを用いて再度，第一言語獲得話者
と第二言語獲得話者への知覚実験を行う．そ
の結果を分析検討し，聴覚的制約および調音
的制約の果たす役割を明確にし，その側面か
ら最適性理論の精緻化を行う． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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